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PRESS RELEASE 

令和 6 年 2 月 22 日 

岡山大学カーボンニュートラル拠点事業シンポジウム

「地域特性を活かしたカーボンニュートラルと物質環境から地方創成へ」

を開催 

 

■シンポジウムの概要

1. 開催日 令和 6 年 3 月 28 日（木） 13 時 00 分～18 時 30 分

2. 開催方式：ハイブリッド開催

会場：岡山コンベンションセンター 3 階コンベンションホール（定員 300 人）

岡山県岡山市北区駅元町 14-1

オンライン：Zoom Webinar（定員 500 人）

3. 当日のプログラム（詳細は、添付チラシを参照ください）

13:00～13:10 開会あいさつ 岡山大学 理事（DX・GX 担当）・上席副学長 阿部 匡伸

趣旨説明   岡山大学 学術研究院環境生命自然科学学域 教授 小野 努

13:10～14:10 基調講演 国際大学 学長 橘川 武郎 氏 

14:10～15:00 特別講演 早稲田大学 教授、化学工学会 会長 松方 正彦 氏 

岡山大学は、3 月 28 日、カーボンニュートラル拠点形成事業の活動としてシンポジウム「地域

特性を活かしたカーボンニュートラルと物質環境から地方創成へ」を開催します。

岡山県には県南に国内有数の化学産業が集積した水島コンビナートがあり、県北には豊富なバ

イオマス資源が広がっています。世界的なカーボンニュートラル化の潮流のなか、地域の産業活

性化は地方創生の観点からも重要です。また、カーボンニュートラルを実現する具体的なソリュ

ーション創出には、地域固有の特性を生かして、周辺地域と連携した将来像を考えていく視点は

欠かせません。

本シンポジウムでは、岡山地域全体で資源やエネルギーを統合的に活用する未来像を描くため

に、著名な研究者による基調講演、特別講演者に加えて、具体的な地域レベルのカーボンニュート

ラル実現に向けた取り組み事例を紹介して議論します。本シンポジウムをきっかけに、岡山地域

でも地域特性に応じた持続可能なエネルギー・物質循環と地方創生の議論が活発化していくこと

を期待しています。

また、本シンポジウム終了後には、参加者同士が直接交流できる場を設けています。企業・自治

体・大学の関係者のみなさんにとって、カーボンニュートラルの取り組みに関する情報交換や将

来の連携構築を図る絶好の機会になることも期待しています。

取材をどうか、よろしくお願い致します。 

資料２
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15:20～17:10 依頼講演 

1) 経済産業省中国経済産業局資源エネルギー環境部資源エネルギー環境課 課長 中村 崇 氏

2) 岡山県産業労働部産業振興課 課長 森藤 賢司 氏

3) ENEOS 株式会社 水素事業推進部 主幹 前田 征児 氏

4) 真庭市役所産業観光部林業・バイオマス産業課 室長 杉本 隆弘 氏

5) 国立研究開発法人国立環境研究所 室長 藤井 実 氏

17:20-18:00 講師によるパネルディスカッション（モデレーター：小野 努 教授）

18:00 閉会あいさつ 岡山大学 学長 那須 保友

18:00-18:30 交流会（名刺交換会） 

4. 参加申込方法

事前登録が必要です。申込フォーム（https://forms.office.com/r/sy1NRDihMi）よりお申し込みくだ

さい。（申込〆切（3/21（木）） 

＜お問合わせ＞

岡山大学 カーボンニュートラル戦略室

 TEL：086-251-7016




